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札幌医科大学保健医療学部紀要　第12号　45-50(2010)

札幌医科大学 「地域医療合同セミナーⅠ」における

　　　医療職種理解のためのフォトボイスの活用

道信良子1)、 澤 田いずみ2)、今野美紀2)、 田野英里香2)、 石川　 朗3)、

　　　　石井貴男4)、 高橋由美子5)、 寺 田　豊5)、 三瀬敬治6)
　　1)札 幌医科大学医療人育成センター教養教育研究部門

　　2)札 幌医科大学保健医療学部看護学科

　　3)札 幌医科大学保健医療学部理学療法学科

　　4)札 幌医科大学保健医療学部作業療法学科

　　5)札 幌医科大学医学部地域医療総合医学講座

　　6)札 幌医科大学医療人育成センター入学者選抜企画研究部門

筆者らは、札幌医科大学において2008年 度に新設 された医学部 ・保健医療学部共通科 目 「地域医療合同

セ ミナーⅠ」に、フォトボイス（photovoice）という方法論を応用 し、学生の医療職種理解を促す教育を行 っ

た。フォトボイスは、写真 という表象手段 を用いて、地域社会を深 く理解 し、よりよく変化させてい く

ことを目的とするフィール ドワークの方法論である。学生は大学附属病院でフォ トボイスを行い、医師、

看護師、理学療法士、作業療法士、助産師の職務 を探究 した。 この活動の結果、フォ トボイスを地域医

療教育に活用 してい く意義として、（1）地域医療の現場の実体験、（2）地域医療に対する新 しい知見獲

得の可能性 を育成する視覚を通 じた思考、（3）地域の医療者および受療者の目線で健康や医療について

考えていく能力の育成があげ られた。

〈キーワー ド〉　フォトボイス、医療職種理解、地域医療教育、質的研究

On the use of photovoice for understanding health occupations in the first-year experience

   of the residential community internship program at Sapporo Medical University
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Abstract: The authors applied “photovoice,” a community-based qualitative methodology, to an activity aimed at

promoting students' understanding of health occupations in the first-year experience of the community internship

program for medical and health sciences students at Sapporo Medical University (SMU) , called “the residential

community internship program.” In this seminar, photovoice was defined as a fieldwork method aiming at a deep

understanding and improvement of the community through photographic representation. The students used the

photovoice method to explore the duties of medical doctors, nurses, physical and occupational therapists and midwives

at the university-affiliated hospital. We found that the use of the photovoice method in the community internship

program provided (1) actual experience of health care, (2) a visually-aided thinking process that cultivates the

potential to develop a new ideas on community health, and (3) the development of competency to think about health

and medicine from the perspectives of the persons who are actually engaged in community health services.
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道信良子、澤田いずみ、今野美紀、田野英里香、石川朗、石井貴男、高橋由美子、寺田豊、三瀬敬治

は じ め に

　札幌医科大学では、医学部と保健医療学部の共通科 目「地

域医療合同セ ミナー1」 を2008年 度に新設開講した。本科

目は、地域に滞在 して行う実習やチーム体験のための実習

を拡充するために、学部教育として一貫性を持って、その

基盤 となる知識 ・関心を高めることを目的としている。具

体的には、地域医療を展開するために必要 となる 「基本的

知識の獲得」と 「パー トナーシップカの形成」という2本

の柱に、主体的な学習態度を育成するためのさまざまな学

びの方法論を組み合わせた教育である1)。その方法論の1

つが 「フォトボイスphotovoice」 である。本稿では、フォ

トボイスの理論的背景を整理 し、これを地域医療の医療職

種理解に応用 した経緯 とこれまでの成果をまとめ、地域医

療教育にフォトボイスを活用していくことの意義を述べる。

フォトボイスの理論的背景

フォ トボイス(photovoice)

　 フォトボイス(photovoice)を 提唱 した公衆衛生学者の

Caroline　Wangに よると、フォトボイスは 「ある特定の写

真の技術を用いて、地域住民が自分たちの地域を理解 し、

表象 し、その価値を高めるプロセス」と定義される2)。あ

る特定の写真の技術とは、撮影の技術 という意味ではなく、

これまでにない新 しい知見を導 くような知の生産の技術の

ことをいう。具体的には、地域住民が自らカメラを持ち、

自分たちの毎日の暮らしに密着 し、さまざまな角度から地

域の暮らしのありようを写真に収めていく。撮影された写

真には 「ボイス二撮影者の意図をあらわすことば」を付け、

フォ トボイスに参加した住民全員でその写真とボイスにつ

いて討議する。住民はこの一連の作業のなかで地域の課題

を明確にするだけでなく、地域の強みを発見し、地域の価

値を高めていく2)。

　筆者らはフォ トボイスを地域医療合同セミナー1に 応用

するにあたり、フォトボイスを 「写真 という表象手段を用

いて、地域社会を深 く理解 し、よりよく変化させてい くこ

とを目的とするフィール ドワークの方法論」と定義 した。

フィール ドワークは文化人類学の学問領域で発達 した方法

論であり、地域のなかで人びとの暮 らしの全体を質的に記

録する作業である。その記録の主体が住民自身であり、記

録する媒体が写真であるところに、フォ トボイスの独自性

がある。さらに、通常のフィール ドワークは記録そのもの

に意味があるが、フォトボイスは記録を通じて地域の課題

を特定しそれを解決することによって地域の価値を高める

ことに意義がある。

　筆者らはフォトボイスを地域医療合同セミナー1に 応用

し、将来自分自身がその一員となる地域医療の場の理解を

学生に促 し、医療職について深く学ばせることを目的とし

た。本科目では、地域医療の変化までは学習目標に入らな

い。しかし、専門教育が始まる前のこの時期にフォトボイ

スを体験することで得た学びは、将来にわたる地域医療へ

の建設的なまなざしを育成するものと考えた。なお、本科

目では 「地域医療」を地域で提供される地域住民のための

医療と定義 し、その内容は病気予防から治療 ・リハビリテ

ーションまでを広 く包括するものと捉えている。

フォ トボイスが促す思考一標準化されない、環境のなかの

思考

　 ここでは、医療職種理解にフォ トボイスを応用 した理由

について、フォトボイスの思考の独 自性から論 じてお く。

筆者の1人(筆 頭著者)は フォトボイスの思考を 「標準化

されない、環境のなかの思考」と名付けた。なお、ここで

の議論はフォトボイスを本セ ミナーに応用 してい くなかで

筆者 らが独 自に展開したものであ り、Wangが 論 じたもの

ではない。応用する場に応じて方法論の意義や特徴が変化

するのは、研究の対象に方法論が規定されるという質的研

究法の特徴であり、本科目においてもこれを重視した。

　 フォトボイスの思考の独自性は、第一に、写真 を主たる

媒体とするという点で、文字にはない思考のプロセスを有

していることである。人間は文字を使うことで、ある一定

の標準化された思考の枠組みで物事を考える。 とりわけ、

標準語や専門用語は、共通性や客観性 を重んじるために、

人間の生 き生きとした多様な思考に開かれていない。より

重要なのは、そのような標準化された思考や言語には、自

己も他者 もない、つまり、だれの主体性 もないことである。

これとは異なり、文字を十分に習得 していない幼い子ども

が描 く絵、読み書きがあまりできない人が書 く手紙、そし

てより身近なところでは、 日本のさまざまな地域特有のこ

とばは人びとの日常を豊かに表現 し、受け手の心を強 く揺

さぶる。これと同じように、写真を媒体 とするフォトボイ

スは、人間の思考をより自由な領域に開いてくれるもので

ある。筆者らは、地域医療の職種理解にはこのような 「標

準化されない思考」のプロセスが必須であると考えた。

　第二に、フォトボイスは現場から距離をおいて思索する

のではなく、現場に自ら出向いてそこで繰 り広げられてい

る現象を理解 しようとする方法論である。フォトボイスで

は、医療者の日常の仕事について、学生が自らもその医療

現場にいることにより、身体の感覚を通 じて学び、思考す

る。つまり、地域医療の場に直接的にかかわることにより、

「肌で感 じる」ように現象 を理解する。このような現場に

密着した現象理解は 「環境のなかの思考」と呼べるもので

ある。

2008年 度地域 医療合 同セ ミナー1に おけ る

　　　　　　 フ ォ トボイスの応用

地域医療合同セミナーの開講初年度には、保健医療学部
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札幌医科大学 「地域医療合同セミナー1」 における医療職種理解のためのフォトボイスの活用

と医学部あわせて36名 の学生が参加した(医 学部15人(特

別推薦選抜入学者8名 含む)、看護学科12人 、理学療法学

科4人 、作業療法学科5人)。 時間の制約 もあ り、授業は

正規の授業時間外に行われたが、本科 目は選択科目として

登録されているため、受講すれば卒業単位に本科目の単位

を加えることができた。

フォ トボイスの手順

　学生は、札幌医科大学附属病院(以 下、附属病院)を フ

ィール ドに、 自分の専門を含むさまざまな医療職(医 師、

看護師、理学療法士、作業療法士、助産師)に ついて探究

した。フォトボイスの具体的な手順と内容は表1の 通 りで

ある。

倫理的配慮

　フォトボイスの実施にあたり、科目担当責任者が、附属

病院病院長および看護部長に活動の趣旨と内容について口

頭および文書で説明し、協力を要請した。病院内の各部署

にも公文書を発送し、活動の趣旨と内容を伝え、医療者が

働 く様子を撮影することの許可を得た。患者も被写体にな

る時には、各部署の担当者が、事前に口頭で患者から許可

を得た。フォトボイスの結果の公表においては、看護副部

長および各部署の責任者からの承諾を得て、被写体 となっ

た医療者からの写真掲載許可を得た。患者も被写体になっ

ている場合には、患者または患者の家族からの承諾を得た。

2008年 度地域医療合同セ ミナー1に おける

　　　　　　 フォ トボ イスの結 果

表1　 附属病院におけるフォ トボイスの手順とその目的

　　　 と内容

到1『1 目的 と}人】谷
　 　 　 　 　 　 　 　 一 一 一一 一 　1　 　

1ブ イー ル トに 親 ,F牛は、探究活動の場に親 しむことを 目的に、附属病院の 見 」

しむ を(1っ た　　見yし た 部rは 、}悩 神経 タト科 ・泌 尿皆皆科 ・曜 科〔1)各外

来 、泌 尿 器科 ・眼 科 ・麻 酔#'1・ 小 児科 の 各病 棟 、 さ り に 、 薬剤

部 、　病 理 部 、　 リハ ヒ リ　ヒ/タ ー 、　受付 、　医 事 セノ ター一、　/＼リホ ー一

トなとである　「`{N化 されない、環境のなかの思考」を育むには、

フ ィール トにおいて、学4がi体 的に ものの見力を生め、対象を

1['1接的に とらzる ような体験を重ね ることが之要 ぐある　 そのた

め、'∫牛には附属柄院 の見fの 際に目由に写真を撮影 し、目・)の1

ものの見方を確認 させ ろkっ な ∫びの機会を't　 た

2問 題意識を明確 、・ノt.rt,6つ の ク,レーフ に7Jか れc、 目 分 た ちの 探 究づ 額 凄種 に]

に寸 る ついて、何をとのk)に 明 ・)かにしたいのか、問題意識を明確に1

した　その具体的な 朔才は、専門教 員を父κ ぐの クル ーノ討議、

専門教員に対つ るイ〆タヒ_1.　、尚大　貫型教育フ ロクフムとしi

了壁課㌍;漏氾∴鵬瑚:饗、螺訓fl凝i
対寸る髄 酬 去を明励,こ する.と を眈 とした　 　 1

3　 与真撮影を、、i画1 3/十は、附属病院中央'ノ真牟の耳哉員か ら、　ウ真撮影の基礎知識

し実施一}る 1 と して
、 ケ真撮 影 の3要 素(ヒ ノ ト・露 出 ・構 図)にlxl_1る 詳細 な

説明を 受 ナた　 フィ トホイス では、「カメラを使い こな1こ と1が

芝と須の 条件 ξあ り、　とくに 、　ワ貞 の構 図 に は撮1、彩者び)感r'tべ・思 考

があらわれるとい ノことをi愁 が 十{前に理角斥'し⊂お くことが 岨愛

であ った

'・・欄1三 は
・・2月2211に 司 リ ー 一 … を した 後 ・・21J

接操 雄・2£繍 繍i翻 」ご職繍 瀞 欝 ∵・111
1一 ノ(ノ)陽'に 、　 1　 ク ノし 一一 フ 　(6　 名)〃 ・、　 2　 夕1寸'〆,に 分L〃 ・オ/、　 3ノ ＼ 〆 と メに
1」　
り　 り 前8時 か ら'}後5時 セで を3〆 フ トに 分r、 各 ノ ノiに

11ヘ アを 配 置 し た　　各 クiL __ノ ノ)プ コ　ーター 教 貝は
、 活動 をflク

4.結 論 を 導 き 公 ノ＼　 　 」ノiは、撮 影L六'ノ 貞 、 リ ノ〆 ク〆1!ノ ー 、・、 イ〆 ダヒ ・…

1る 　
1窒贈 灘 ∵ 二L-7'1…"J'7…,篇∴ 繍 撫;ぎ)r

　 　 　 　 　 　 、Pり得 孟f同 祭1二 もとつ き 、　つriを1也 じC倉 、ズ プ い こ レを 目月嫌1二l

　　　　　　 IるたV醗 る1鴇 蝸1け るホ梱 こ!朕 蝋 二・絵;
　 　 　 　 　 　 し 、、　 tiし 、,'F1†一:lil,rノ 〔ノ)1人]谷;;.も 窪　fJIYC　L　陸㌧/)プ ー　　ザ 　　7一 タ ー{,ク ノレ ー

　　　　　　1・… 参byし… 一・… 院 轍 篇 は…
1　 」 謡 峠 罵 灘 幸曜 こ酬'柄 酬 輔 憎

　 　 　 　 、1「1署の 担 【律1に 指】IIに連 絡 を 取 り、活 動 ノ)調整 を(1っ,み 　 活 動 の1

　 　 　 　 'li日 は 升r一 ター はilll粕1⊥『}、 各 部 茜の 担 当 者(1名)に1ヘ ア

　　　　念1蝶,獅凱響,瓢 認瓢 議 刻
　 　 　 　 ニ レを 重視L、`舌 重力(わ最 後 に,1}は リ ノ レク!1!ノ ートtr二活勇力

　 　 　 　 の振 り返 りを記 しノ

　 　 　 　 ★ リフ レ クン・!ノ ノー トは フ ノ ール ドワー一クの扶くり〕区りの ため 〔ノ)

　 　 　 　 　 rイノ であ る　 そ の 具体 的な 内 谷は 「FI己 省祭 ヒri己 表 現 を,な が　 　 　 　 1

　 　 　 　 -t孝女育 一 又イヒ人案自'1カ・らげ)多 文fヒ医ar,教 育 び)、1式ノ六」　P、こ11rし　・一一一一一一一一一一し一∠一=一一一二ニー二=ニ ーニー一

　フォトボイスの結果、学生は、地域医療とは何か、患者

と医療者との関係性のあり方 とはどのようなものかという

医療の本質を問うような発見をし、自らが医療者となるう

えで必要 となる医療への強い思いを喚起することができ

た。これらは医療現場を実際に見ることにより自分自身で

感じ取ったものであ り、医療の専門家との対話を通じて得

られたものでもある。以下では、学生が学びとったものを

「標準化されない思考」 と 「環境のなかの思考」 というフ

ォトボイスの2つ の思考の枠組みにおいて考察する。この

2つ の思考の枠組みは互いに関係 しあって成 り立つもので

あるが、ここではひとまずそれぞれに分けて考えていく。

　 まず、「標準化されない思考」を端的に示 したのは助産

師を担当 したグループAの 結果である。このグループは、

助産師の仕事のなかには 「安 らぎのひととき」があると結

論した(写 真1)。 この写真は、NICU(新 生児集中治療室)

という重症の新生児 ・未熟児を治療する緊迫した場におい

ても、「食べる」という人間の基本的な生活体験を提供 し

ようとする助産師に 「安らぎ」を感じた場面である。看護

写真1　 「安らぎのひととき」 グループAフ ォ トボイス

　　　　結果報告会資料より抜粋
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の職務は、対象となる人がいかなる状態にあろうともその

生活過程を円滑に行えるよう支援することであるが、学生

は、このような看護の専門性 を直感でつかみ取っている。

学生は 「助産師を理解する」という課題に対 し、助産師へ

のインタビューや保健師助産師看護師法に関する書物か

ら、助産師の職務内容や役割を事前に学んでいる。しかし、

学生はその学びを 「観察のフレームワーク」 とするのでは

なく、自分たちの主体性 と感性(現 象 を的確に捉える力)

を最大限働かせ、助産師と赤ん坊 とのやりとりに着目した。

つまり、法律で定められた標準化された枠組みにしばられ

ない自由な視点から 「安らぎのひととき」という看護の本

質を見出 している。

　「標準化されない思考」は、一般の認識を問い直すこと

からも生 まれる。医師を担当 したグループBは 、医師に対

する世間一般のイメージに疑問を持ち、医師という職務を

正 しく理解することを目的に探究活動を行った。学生は、

外科医から 「外科の本質は考えることだ」 と言われ、内科

医からは 「患者の全体を見ることだ」と言われた。医療現

場では、総合診療科の医師が白衣を着ていないこと、医師

自らが椅子から立ち上がり患者を呼びに行 く様子、さらに

は医師が患者の手を握 りながら脈を測る様子(写 真2)な

どを写真に収めた。そして、医師の仕事を支えているのは

「患者とのコミュニケーション」であり、それは単に言葉

を通 じて理解 しあうのではなく、「人としてつながってい

ること」だと述べた。 このような学生の発見は、「病気を

見て患者を見ない」、「臓器を見て全体を見ない」というマ

スメディアを通 じて流布 されている医師に対する固定観念

を覆すものであり、標準化されない思考を通 じて得られた

ものである。

　一方、「環境のなかの思考」を典型的に示 したのは、理

学療法士の仕事を調査したグループCで ある。このグルー

プの結果では、ある理学療法士が歩行の訓練を行っており、

患者の背後でその身体を支えるか支えないかというわずか

,、二 撫
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写真2　 「握手?」 グループBフ ォ トボイス結果報告会

　　　　資料 より抜粋

写真3　 「歩 くとは生きること」 グループCフ ォ トボイ

　　　　 ス結果報告会資料より抜粋

な距離を保ち、患者の歩行を援助 していた(写 真3)。 ま

たある理学療法士は患者の痛む身体に治療を施 しながら、

とりとめのない会話をし、患者の家や間取 りなど生活環境

の全体を知ろうとしていた。学生は「歩 くとは生きること」

であ り、「手で触れ、会話することにより、患者 を弱者に

させない」という理学療法の理念を学び、大学病院という

医療専門職が権威的になりうる場において、患者の目線に

立ち、患者の尊厳を最大限尊重した医療 とは何かについて

考えた。Cグ ループの学生は 「医療 とは奉仕の職業である」

という結論を導いたが、これは理学療法の場を詳細に観察

し、その仕事環境のなかで見出した結論である。

　 また、すべての学生のグループに共通していたのは、医

療 という場における人間の関係性 をつぶさに見ようとして

いたことである。それは決 して治療そのものではなく、医

療者 と受療者との接点であ り、そこにある関係性のあ り方

である。たとえば、看護師を担当 したDグ ループは、看護

師の 「さりげない介助」に、モノではなく人を相手にして

いることの本質を見出した。また、理学療法士を担当した

グループEは 、ことばが きちんと通 じない患者に対 しても

アイ ・コンタクトを欠かさず、話しかける理学療法士の姿

にコミュニケーションの本当の意味(=心 が通 じる)を 知

った(写 真4)。 これらが医療という場のなかで考える 「環

境のなかの思考」の成果であろう。

地域医療教育にフォトボイスを

　活用することの意義と課題

　日本では未曾有の医学教育改革が進められてお り、とり

わけその教育内容の精選と教育方法の改善が求められてい

一48一



札幌医科大学 「地域医療合同セミナー1」 における医療職種理解のためのフォトボイスの活用

写真4　 「患者 とのコンタク トは欠かさない…たとえ通

　　　　 じないと思っていても」グループEフ ォ トボイ
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る。こうしたなか、地域医療教育にフォトボイスを活用す

ることの意義は次のようにまとめられる。一つに、学生は

さまざまな医療職の特殊性を学びつつも、そこに共通する

医療の本質を自ら考える機会を得 られることである。フォ

トボイスを通 じて、医療の場は人と人とのつながり、すな

わちパートナーシップから成り立ち」)、逆にいえばそのよ

うなつながりが医療の根幹を成すものであることを学生は

学び取っている。この学びは、医療の現場において医療の

本質に接近するような体験をしてはじめて得られたもので

ある。

　二つに、文字で思考するだけでなく、視覚を含めた自分

の身体感覚を通じて思考することにより、人間の健康や医

療についてこれまでにない新 しい知見を学生は得ることが

できる。三つに、フォトボイスは医療の場に密着して行わ

れるために、その場の人びとの目線で健康 ・医療について

考えることができる。それは医療者の視点でもあり、患者

の視点でもある。地域医療教育でこのような教育を行うこ

とは、将来、学生が地域医療に携わるようになった時に、

地域の人びとの健康を医療者としての立場か らだけでな

く、地域の人びとの立場からも考えることができるように

なることに役立つ。地域の人びととのパー トナーシップの

萌芽をここに見ることができる。

　地域医療合同セミナーにフォトボイスを活用することの

今後の課題は、成果の適切な評価と学びの継続である。フ

ォトボイスは質的方法論の一つの手法であり、量的研究が

用いる評価の基準をそのままあてはめることはできない。

また、フォトボイスは結果の評価だけではなく、プロセス

の評価(探 究活動の過程においてどのような成果が得 られ

たかを評価する)を 必要 とする6i。さらに、探求活動の個

別の成果をどこまで一般化して論じるかについても留意が

必要である。このような質的方法論に特有の課題を抱えな

がらも、フォトボイスは従来の医学教育にはない新 しい教

育手法としてその効果が期待され、その効果を持続させる

ためにも学生と医療者、学生と患者 ・地域住民との対話に

もとつ く継続的な学習の機会を設けることが必要である。

地域医療とは病院での疾病の治療 ・ケアにとどまらない医

療であり、2年 次以降の地域医療合同セミナーにおいて病

院以外のさまざまな医療の場における学びの機会が重要で

あろう。
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